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静岡県立中央図書館の耐震補強工事が

終了しました。長い間ご不便をおかけし

ておりました子ども図書研究室も、この

６月１日からまたご利用いただけるよう

になりました。   

耐震補強工事を終えて、以前とは研究

室内のレイアウトが変わりました。研究

室前の廊下には掲示板も新設されており

ます。また、ホームページもリニューア

ルされましたので、併せてご覧ください。

これからも、子ども図書研究室をよろし

くお願いします。 

裏面では、今年度の子ども図書研究室

の予定について、現在決まっているもの

を中心にお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     『きょうふのわすれものチェック！』 

                   

スギヤマカナヨ／作 

佼成出版社 

200９年 11月 

 

 

 忘れ物女王の「おおきナコ」がいるせいで、

６班はいつも「わすれんぼうチャンピオン」に

なってしまう。よびかけ、電話など、班長とし

て様々に努力している「あや」だったが、ある

時、自分が忘れ物をしてしまう。人生最大のピ

ンチを救ってくれたのはおおきさんだった。 

 誰しも覚えがあるに違いない小学校での風景

をコミカルに描く。おおきさんのおおらかさ、

たくましさが、忘れ物チェックという、ややも

すると重くなりがちなテーマを軽やかなものに

している。【小学校低学年から】   （鈴木由） 

       『野生動物のお医者さん』 

 

斉藤 慶輔／著 

講談社 

2009年 12月 

 

 

日本ではまだ数少ない野生動物専門の獣医師

である著者が自身の足跡をつづった作品。その

仕事は、人間の活動によって傷ついた野生動物

の治療と野生復帰に止まらない。はからずも彼

らを傷つけている人間の活動と、彼らの生活環

境の保全との間に妥協点をさぐり提案するのも

重要な仕事であることが、鉛弾などの実例を通

して分かりやすく描かれている。 

野生動物との共生について改めて考えさせる

一冊。第 57 回産経児童出版文化賞（産経新聞

社賞）受賞作。【小学校高学年から】  （児玉） 

◇子ども図書研究室のテーマ展示◇ 
ただいま展示中です！ 

◆ヒマワリの本 

◆講演会「子どもの発達とわらべうた」関連資料 

◆新着図書も展示中です。 

絵本 

新着資料から 

物語 

◇イベント情報◇ 
◆佐野美術館 次回開催の展覧会 【予告】 
 
― 堀内誠一 旅と絵本とデザインと ― 
期 間：平成 22年７月 10日（土）～８月 29日（日）

開館時間：午前 10時～午後５時 

（入館受付は午後４時 30分まで） 

休館日：毎週木曜日休館（祝日は開館） 

入場料：大学一般：1000円 小中高校生：500円

※毎週土曜は小中学生無料、8月 1日（日）は無料 

会 場：静岡県三島市中田町 1-43 佐野美術館 

TEL055-975-7278 



 

**Web ページのアドレスは http://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/labo/index.html です。** 

平成 22 年度の 

子ども図書研究室 

 

 

 

演会について 

今年度の「子ども図書研究室講演会」は、

「子どもの発達とわらべうた」と題して、「教育

研究所ゆずりは」代表・白百合女子大学児童文

化学科非常勤講師の木村はるみ先生にお話しい

ただきます。 

 「わらべうた」は、乳幼児期の発達に重要な

働きをするといわれています。最近は図書館で

の読み聞かせやブックスタートなどで「わらべ

うた」を歌うことも多くなっているようです。

今回の講演会は、「わらべうた」を実際に紹介す

ることを交えた内容になっております。ぜひご

参加ください。日程は平成 22年６月 18日（金）

午後 1時から 3時まで。会場は静岡県立美術館

の講堂です。ただ今、来館・電話・メールまた

は FAXにて申し込み受付中です。詳細は県立中

央図書館やグランシップ県立図書館コーナー

「えほんのひろば」、県内市町立図書館、静岡県

立中央図書館Webページなどでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 

ども図書研究室の展示について 

今年度も季節・行事や各種テーマに関連 

した、さまざまな展示を行っていきます。 

現在、子ども図書研究室では、夏に先駆けて

「ヒマワリの本」を展示しています。季節の展

示は実際の時期よりも早めに展示していますの

で、イベントや読み聞かせなどで使う本の参考

にご利用ください。 

今後は「堀内誠一の本」や「月の本」、そして

「一番新しいクリスマスとお正月の本」（200９

年以降に出版された本）などの季節に合わせた

展示、「ハングルの絵本」などのテーマに沿った

展示を予定しています。図書館や児童室で展示

を行うときや、課題図書の実物を確認したいと

きなどに、子ども図書研究室の展示資料をご活

用ください。 

◆ 

年度も本紙『子ども図書研究室だより』や

静岡県立中央図書館 Web ページ内にある

子ども図書研究室ページ、静岡県図書館メール

マガジンなどにご注目ください。 

（ 

 

講
子

今

リニューアルオープンした子ども図書研究室です！ 

入口の横に

掲示板を新

設しました。 

窓側は鉄骨で補

強されました。 

 （少々無骨ですが） 

子ども図書関係雑誌と季節

の展示のコーナーです。 

（廊下側の窓だった部分が壁に

なって、耐震性が高まりました） 

配置が変わって、書架が長くなりました。 

特大絵本もあります。 


